
平成24年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成24年2月8日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 共同印刷株式会社 上場取引所 東 
コード番号 7914 URL http://www.kyodoprinting.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 稲木 歳明
問合せ先責任者 （役職名） 取締役経理部長 （氏名） 渡邉 秀典 TEL 03-3817-2101
四半期報告書提出予定日 平成24年2月13日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 72,653 △1.4 1,504 546.3 2,036 178.8 749 132.8
23年3月期第3四半期 73,677 △7.6 232 △87.6 730 △66.9 322 △62.5

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 436百万円 （667.4％） 23年3月期第3四半期 56百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 8.32 ―
23年3月期第3四半期 3.57 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 96,750 47,341 48.9
23年3月期 98,330 47,626 48.4
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  47,341百万円 23年3月期  47,626百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00
24年3月期 ― 4.00 ―
24年3月期（予想） 4.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 102,000 3.7 1,800 227.1 2,300 98.4 1,200 ― 13.32



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ 「２．サマリー情報(その他）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する
四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 90,200,000 株 23年3月期 90,200,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 103,389 株 23年3月期 103,004 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 90,096,765 株 23年3月期3Q 90,098,222 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報  

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響からのゆるやかな回復が見られるものの、急

激な円高の進行や、欧州債務危機を背景とした海外経済の減速などにより、先行きに予断を許さない状況となりました。

印刷業界におきましては、電子媒体への移行や企業の経費削減による紙需要減少の影響で市場が縮小し、厳しい経営環境

が続きました。 

 このような状況の中、共同印刷グループは中期経営方針「事業領域の拡大により売上拡大を実現する」に基づき、トー

タルソリューションの提案を推進して販促支援サービスや業務支援サービスの受注拡大を図るとともに、独自技術による

高機能材料の拡販に取り組みました。既存事業では強みを持つ品目の受注拡大と生産効率向上に努め、グループ一丸とな

って収益拡大に取り組みました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における業績は、売上高は726億５千３百万円（前年同期比1.4％減）となり、

営業利益は15億４百万円（前年同期比546.3％増）、経常利益は20億３千６百万円（前年同期比178.8％増）、四半期純利

益は７億４千９百万円（前年同期比132.8％増）となりました。 

  

 セグメント別概況は、次のとおりであります。 

  

出版商印部門 

出版印刷では、付録等加工物の受注拡大に注力するとともに、コンテンツのデジタル化サポートや小ロット物件への

取り組みを強化しました。しかし、コミックスや単行本が減少し、定期刊行物も減少したため、前年同期を下回りまし

た。 

 一般商業印刷では、得意先の販促支援サービスの受注拡大に向けてソリューションメニューの開発と提案に努めまし

た。情報誌やカタログは減少しましたが、キャンペーン事務局の業務受託や販促ＤＭ、パンフレット、ＰＯＰが増加した

ため、前年同期を上回りました。 

 以上の結果、部門全体での売上高は365億円３千８百万円（前年同期比1.5％減）、営業利益は５億４千６百万円（前年

同期比56.5％増）となりました。 

  

ビジネスメディア部門 

ビジネスメディア部門では、ビジネスフォームをはじめとする印刷製品の受注拡大に努めるとともに、官公庁や金融

機関を中心にデータプリントと周辺業務の受託拡大に取り組みました。 

ビジネスフォームや証券は前年同期を上回りましたが、通信分野向けＩＣカードが減少し、金融機関などのパンフレ

ットや冊子類の受注も減少しました。 

以上の結果、部門全体での売上高は204億３千３百万円（前年同期比3.8％減）、営業利益は３億８千３百万円（前年

同期は営業損失４億８百万円）となりました。 

  

生活・産業資材部門 

生活・産業資材部門では、展示会出展などを通じて高機能材料の拡販に努めるとともに、海外市場への展開に取り組

みました。また重点品目のシェア拡大をめざして、既存得意先の深耕と新規得意先の開拓に努めました。 

紙器、建材製品は減少しましたが、チューブはラミネートチューブが増加しアルミチューブも微増となりました。軟

包装、金属印刷も前年同期を上回りました。 

以上の結果、部門全体での売上高は145億４千６百万円（前年同期比3.3％増）、営業利益は３億６千７百万円（前年

同期比116.3％増）となりました。 

  

その他 

売上高は11億３千４百万円（前年同期比10.0％減）、営業利益は４億７千７百万円（前年同期比1.9％増）となりまし

た。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報



（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産は、前連結会計年度末との比較において以下のとおりになりまし

た。  

 総資産は、967億５千万円（前連結会計年度末983億３千万円）となり15億７千９百万円減少しました。これは主に、流

動資産の受取手形及び売掛金が４億７千９百万円増加した一方、有形固定資産の建物及び構築物が９億９百万円、機械装

置及び運搬具が８億４千２百万円減少したことによるものです。負債は、494億９百万円（前連結会計年度末507億４百万

円）となり、12億９千５百万円減少しました。これは主に、流動負債の支払手形及び買掛金が８億６千万円増加した一

方、固定負債の長期借入金が18億５千１百万円減少したことによるものです。純資産は、473億４千１百万円（前連結会

計年度末476億２千６百万円）となり、２億８千４百万円減少しました。これは主に、四半期純利益７億４千９百万円に

より利益剰余金が増加したこと、配当金の支払７億２千１百万円による利益剰余金の減少したこととその他有価証券評価

差額金が２億９千１百万円減少したことによるものです。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ２億

２千６百万円減少し120億３千万円となりました。 

  

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動により得られた資金は、57億３千６百万円となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益16億７千６百万円、減価償却費36億５千８百万円の計上によるものです。 

  

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、34億９千２百万円となりました。これは主に、固

定資産の取得による支出34億４千１百万円によるものです。 

  

「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、24億４千８百万円となりました。これは主に、社

債の発行による収入49億８千６百万円があった一方、社債の償還による支出50億円、長期借入金の返済による支出16億２

千８百万円、配当金の支払額７億２千１百万円によるものです。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報   

  連結業績予想につきましては、平成23年５月12日公表の連結業績予想から変更ありません。 

  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。  

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算  

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  

   

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,573 12,350

受取手形及び売掛金 27,324 27,804

商品及び製品 2,503 2,362

仕掛品 2,374 2,551

原材料及び貯蔵品 712 808

繰延税金資産 1,367 1,358

その他 708 678

貸倒引当金 △202 △183

流動資産合計 47,362 47,731

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,598 13,688

機械装置及び運搬具（純額） 9,425 8,583

工具、器具及び備品（純額） 623 526

土地 14,693 14,866

リース資産（純額） 349 500

建設仮勘定 260 225

有形固定資産合計 39,951 38,391

無形固定資産   

ソフトウエア 851 829

その他 150 148

無形固定資産合計 1,002 977

投資その他の資産   

投資有価証券 7,248 6,548

長期貸付金 101 81

繰延税金資産 1,902 2,273

その他 910 865

貸倒引当金 △148 △118

投資その他の資産合計 10,014 9,649

固定資産合計 50,967 49,019

資産合計 98,330 96,750



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 20,372 21,232

短期借入金 786 817

1年内返済予定の長期借入金 2,431 2,654

1年内償還予定の社債 5,000 －

リース債務 124 165

未払法人税等 233 850

賞与引当金 956 337

役員賞与引当金 － 45

災害損失引当金 245 58

その他 5,228 4,420

流動負債合計 35,379 30,580

固定負債   

社債 2,000 7,000

長期借入金 7,918 6,067

リース債務 251 369

繰延税金負債 160 265

退職給付引当金 4,702 4,818

環境対策引当金 106 106

資産除去債務 50 43

その他 133 157

固定負債合計 15,325 18,828

負債合計 50,704 49,409

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,510 4,510

資本剰余金 1,742 1,742

利益剰余金 40,879 40,908

自己株式 △44 △44

株主資本合計 47,088 47,116

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 654 362

為替換算調整勘定 △116 △138

その他の包括利益累計額合計 537 224

純資産合計 47,626 47,341

負債純資産合計 98,330 96,750



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 73,677 72,653

売上原価 63,267 61,121

売上総利益 10,409 11,532

販売費及び一般管理費 10,176 10,028

営業利益 232 1,504

営業外収益   

受取利息 8 2

受取配当金 188 192

物品売却益 258 261

設備賃貸料 63 93

保険配当金 180 134

その他 117 181

営業外収益合計 817 865

営業外費用   

支払利息 181 196

手形売却損 13 3

設備賃貸費用 4 12

持分法による投資損失 76 60

社債発行費 － 35

その他 43 24

営業外費用合計 319 332

経常利益 730 2,036

特別利益   

固定資産売却益 78 0

投資有価証券売却益 6 0

貸倒引当金戻入額 77 －

補助金収入 1 1

持分変動利益 20 －

その他 3 0

特別利益合計 189 3

特別損失   

固定資産処分損 163 209

投資有価証券評価損 52 119

環境対策引当金繰入額 106 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 50 －

その他 30 34

特別損失合計 404 363

税金等調整前四半期純利益 515 1,676

法人税等 205 926

少数株主損益調整前四半期純利益 310 749

少数株主損失（△） △11 －

四半期純利益 322 749



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 310 749

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △317 △291

為替換算調整勘定 △13 △21

持分法適用会社に対する持分相当額 77 △0

その他の包括利益合計 △253 △313

四半期包括利益 56 436

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 73 436

少数株主に係る四半期包括利益 △16 －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 515 1,676

減価償却費 3,987 3,658

退職給付引当金の増減額（△は減少） 281 115

貸倒引当金の増減額（△は減少） △301 △41

賞与引当金の増減額（△は減少） △847 △618

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △45 45

受取利息及び受取配当金 △196 △194

支払利息 181 196

持分法による投資損益（△は益） 76 60

投資有価証券評価損益（△は益） 52 119

投資有価証券売却損益（△は益） 14 △0

有形固定資産除売却損益（△は益） 85 208

売上債権の増減額（△は増加） △1,433 △485

たな卸資産の増減額（△は増加） △401 △132

仕入債務の増減額（△は減少） 593 860

未払消費税等の増減額（△は減少） △145 259

破産更生債権等の増減額（△は増加） 243 14

未払費用の増減額（△は減少） 216 170

その他 △771 △79

小計 2,102 5,834

利息及び配当金の受取額 199 197

利息の支払額 △162 △198

法人税等の支払額 △754 △382

法人税等の還付額 39 285

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,424 5,736

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △3,511 △3,441

有形及び無形固定資産の売却による収入 218 36

投資有価証券の取得による支出 △131 △61

投資有価証券の売却による収入 38 0

貸付けによる支出 △74 △9

貸付金の回収による収入 59 30

その他 196 △46

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,204 △3,492

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 224 31

長期借入金の返済による支出 △1,657 △1,628

社債の発行による収入 － 4,986

社債の償還による支出 △75 △5,000

配当金の支払額 △721 △721

その他 △111 △116

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,340 △2,448

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7 △21

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,128 △226

現金及び現金同等物の期首残高 12,900 12,256

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,771 12,030



 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業、保険取扱事業及び

不動産管理事業等であります。 

（注）２．セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び

研究開発費であります。 

（注）３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報   

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流事業、保険取扱事業及び

不動産管理事業等であります。 

（注）２．セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発

費であります。 

（注）３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

出版商印 
部門 

ビジネスメ

ディア部門 
生活・産業

資材部門 
計

売上高     

外部顧客への 
売上高   37,097  21,233  14,084  72,415  1,261  73,677  －  73,677

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高  

 641  392  265  1,299  5,867  7,166  △7,166  －

   計   37,739  21,626  14,349  73,715  7,128  80,844  △7,166  73,677

セグメント利益
又は損失（△）  349  △408  169  110  469  579  △346  232

（単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

出版商印 
部門 

ビジネスメ

ディア部門 
生活・産業

資材部門 
計

売上高     

外部顧客への 
売上高   36,538  20,433  14,546  71,518  1,134  72,653  －  72,653

セグメント間 
の内部売上高 
又は振替高  

 616  508  240  1,365  6,100  7,466  △7,466  －

   計   37,154  20,942  14,787  72,884  7,235  80,119  △7,466  72,653

セグメント利益  546  383  367  1,297  477  1,775  △271  1,504



 該当事項はありません。   

   

（追加情報） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

   

   

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）その他の注記事項
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